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■判断の目安

①出穂後の日数 早　生　種（あきたこまち等）：出穂後４５日頃
中 晩 生 種（めんこいな・ひとめぼれ等）：出穂後５０日頃

②出穂後の積算気温 早　生　種：　９５０～１０５０℃（１１００℃を超えると胴割粒増加）
中 晩 生 種：１０５０～１１５０℃（１２００℃を超えると胴割粒増加）

③出穂後の
　積算日照時間
　（特に日照不足年）

収量水準５４０㎏／１０ａ（全籾数２８～３０千粒／㎡）：１９０～２５５時間
収量水準５７０㎏／１０ａ（全籾数３０～３２千粒／㎡）：２００～２６５時間
収量水準６００㎏／１０ａ（全籾数３２～３４千粒／㎡）：２１５～２８０時間

④枝梗の黄化程度 主軸の上から５番目の枝梗まで黄化した頃
⑤籾の黄化程度 最終的には籾の黄化程度９０％で決定
○出穂期別積算気温到達予想日	 （９月５日現在）

出穂期 能代アメダス
９５０℃ １０００℃ １０５０℃ １１００℃ １１５０℃

８月５日 ９月１６日 ９月１９日 ９月２２日 ９月２４日 ９月２７日
８月８日 ９月２０日 ９月２３日 ９月２６日 ９月２９日 １０月２日
８月１１日 ９月２４日 ９月２７日 ９月３０日 １０月３日 １０月６日
８月１４日 ９月２８日 １０月１日 １０月４日 １０月７日 １０月１１日
※９月６日以降は、平年値を使用。

刈り取りに向けた準備 適期の刈り取り判断について水稲 　刈り取り時期は、出穂後日数や積算気温を参考に、枝梗や籾の黄化程度を
よく観察し総合的に判断しましょう。

牡羊座（3・21〜4・19）　それなりに勢いはあるものの、小さな失敗で落ち込みやすいよう。開き直りの気持ちも大切。まめに気分転換を
今月のあなたの運勢（2017年10月）
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